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令和３年度の川部会の活動進捗報告 
 

 川部会の課題と今年度の活動目標 

川部会で抽出された課題と今年度の活動目標を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動実績 

活動内容 日時 場所 議題 

第 56回ＷＧ（豊田市） 

18名参加 

(内オンライン参加 6名) 

6月 22日（火） 

13:30-16:45 

豊田市崇化館交流館

第 2会議室 

・令和 2年度までの活動進捗報告 

・今年度の活動目標と計画 

・バスツアー、公開講座について 

・時瀬地区の置土実験について 

・矢作川水系流域治水プロジェク

トの紹介 

第 57回ＷＧ（豊田市） 

22名参加 

(内オンライン参加 6名) 

8月 17日（火） 

13:30-17:05 

豊田市崇化館交流館

第 1研修室 

・現地視察 鵜の首地区～明治用水

頭首工 

・話題提供 時瀬地区における置土

実験の中間報告、矢作川の砂州の

変動について 

第 58回ＷＧ(豊田市) 

31名参加 

(内オンライン参加 5名) 

11月 19日（金） 

9:00-17:40 

豊田市崇化館交流館

第 1研修室 

・現地視察 時瀬置土実験付近、越

戸ダム置土実験付近、初音川ビオ

トープ 

・矢作川の砂州の変動について 

「まとめの会」(豊田市) 

○名参加 

(内オンライン参加○名) 

1月 14日（金） 

14:00-16:00 

豊田市崇化館交流館

第 1研修室 

・今年度の川部会のふりかえり 

・次年度の活動目標、活動計画 

※参加人数は事務局含む

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

《本川モデル》 

・土砂や川の形、生物、人間の視点からの川の望ましい像に関する意

見交換 

・置き土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の社会への発信(バスツアーなどにおいて) 

《支川モデル》 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

《地域連携モデル》 

・ごみ問題に関する情報共有 

・外部団体（生態系ネットワーク協議会等）との連携 

 

上下流問題    

(生き物の棲みやすい

川づくり) 

地先の問題 

※令和２年度全体会議より 

地先モデルの課題家下川モデルの課題本川モデルの課題

ポイント①：生き物の移動阻害

ポイント②：河床のアーマーコート化

ポイント③：川の微地形の多様性消失

ポイント⑤：外来種対策

ポイント④：在来種の減少

ポイント①：情報不足

ポイント②：生き物の移動阻害

ポイント③：生き物の棲みかの不足

ポイント④：水量不足

ポイント①：河川空間の利用

ポイント②：河川空間の保全

支川モデルの課題 

049768
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 川部会 令和３年度の活動成果 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

上下流問題                 

≪本川モデル≫ 

・置土実験の目的、実験方法、実験の状況、

結果について、共有した。 

・名城大学溝口教授より、「中規模河床形態と

矢作川の砂州区間の変動」について講義い

ただき、矢作川の砂州の変動の仕組みから

「望ましい川の像」等について意見交換を

行った。 

・国土交通省が推進する「矢作川流域治水プ

ロジェクトについて、事務局より説明し、

今後の取り組みを情報共有した。 

・市民部会が進める第 1 回勉強会(バスツア

ー)について、川部会が担当する阿摺ダム、

明治用水頭首工、安永川トンネル、家下川

の内容を確認し、まず川部会で状況を把握

してはどうかとの意見が出た。 

・時瀬地区の置土実験付近、越戸ダム置土実

験付近、鵜の首地区水位低下対策事業付近、

明治用水頭首工周辺の現地視察を行った。 

 
≪支川モデル≫ 

・矢作川水系の初音川において、ビオトープ

施工箇所の現地視察を行い、造成の経緯、

愛護会の活動、整備の状況について豊田市

矢作川研究所金田氏、洲崎氏より紹介いた

だいた。 

 
地先の問題                 

≪地域連携モデル≫ 

・市民部会主催のマイクロプラスチックに関

する公開講座について、懇談会内外へ周知

するとともに、オンラインで参加した。 

・10 年誌編集委員であった近藤氏より、懇談

会設立 20 年を見据えた新たなプロジェク

ト「部会連携調整：通称 ミライ会議」の設

立について情報共有をいただいた。その中

で、本懇談会の次の担い手として、外部組

織との連携の必要性が周知された。 

オンラインを併用した WG風景 

鵜の首地区での現地視察 

時瀬置土実験地における現地視察 

初音川のビオトープ施工箇所の現地視察 
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 活動進捗報告 

 上下流問題(生き物の棲みやすい川づくり) 

 本川モデル 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

本川モデル 

・土砂や川の形、生物、人間の視点からの川の望ましい像に関する意見交換 

・置き土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の社会への発信(バスツアーなどにおいて) 

≪進捗状況≫ 

・事務局より、置土実験の概要や、鵜の首地区水位低下対策事業の推進と事業効果につい

て、情報共有を行った。同時に、土砂の流れによる川の河床形態の仕組みと、矢作川下

流域に形成される砂州の状況について、有識者より講義をいただき、理解を深めた。ま

た、これらの理解を深めるため、現地視察を拡大し、川の望ましい像に関する意見交換

を行った。 

・国土交通省が推進する「矢作川流域治水プロジェクト」について、情報共有と意見交換

を行った。 

・バスツアーに関して、計画時との時間的経過を考慮し、最新の情報に基づいて議論を行

った。 



 

4 

 

 

 今年度の活動成果 

○土砂や川の形に関する理解の共有①： 

置土実験、中規模河床形態と矢作川の砂州区間の変動 

国土交通省豊橋河川事務所より置土実験の概要を説明し、目標と実験の進捗状況を共有した。

また、昨年度にひきつづき、名城大学溝口教授より、土砂の流れによる河床形態の仕組みと、

矢作川下流域に形成される砂州の状況について講義していただいた。 

また、置土実験箇所については、現地視察において概要を説明し、意見交換を行った。 

 

【置土実験の概要】 

・下流の河川環境への総合的な影響を把握し、適切な土砂バイパスの運用、置土の実験方法

を決定するために実施する。 

・5 万ｍ3を目標に、段階的に置土量を増やしていく。 

・置土実験の結果として、河床高の変化といった物理的な成果とオオカナダモや糸状藻類・

蘚苔類といった生物環境の知見を得た。 

 

【土砂の移動に関する講義の概要】 

・土砂に応じて水位も変化し、砂が流れてくれば水位が下がる。水位が下がれば、それだけ流

速が早くなる。 

・礫間を埋めるかのように砂が流れる。砂の供給がなくなれば礫が出てくる。砂が動いて、礫

も動き出せば、その条件に合った地形ができてくる。環境と治水の両方から、どういう状

況が矢作川にふさわしいのかを考える必要がある。 

・川の環境は常に同じ状況ではない。砂だけ、水だけ流して解決するものでもない。砂州は形

成場所によっては災害も起こしうる。 

・川がほとんど動かないと、動きにくい砂州が形成されることがわかった。砂州が動けば災

害の危険性が高まるかも知れないし、樹木が定着しないことで災害の危険性が下がるかも

知れない。ここをはっきりさせて、下流部の環境を創る必要がある。 

・どれくらいの流量で何が起こって、どのくらいの流径で覆われていることが望ましいのか

を検討し、下流の海まで砂を届けることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
矢作川における置土実験について(資料抜粋) 



 

5 

 

 

○土砂や川の形に関する理解の共有②：鵜の首地区水位低下対策事業 

国土交通省豊橋河川事務所より、鵜の首地区水位低下対策事業の進捗と事業効果について、現地

にて情報共有を行った。 

 

【本事業の内容】 

・鵜の首地区の河道掘削と狭窄部開削を実施する。 

・豊田市街地（久澄橋下流：38.6k）で、H12 の東海(恵南)豪雨時の水位を約 1.4ｍ低下させ

る計画で、令和 2 年度より、河道掘削及び狭窄部の地質調査に着手し、今年度は昨年度に

つづき河道掘削を進めている。 

・併せて、下流側の河道掘削と堤防の強化を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鵜の首地区水位低下対策（配布資料抜粋） 

鵜の首地区水位低下対策に関する現地視察風景（野見山展望台） 
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○国土交通省が推進する「矢作川流域治水プロジェクト」について、情報共有と意見交換 

国土交通省豊橋河川事務所より、「矢作川流域治水プロジェクト」に関する情報共有を行った。 

 

【本事業の内容】 

・事業を「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」「被害対象を減少させるための対策」

「被害の軽減、早期復旧・復興のための対策」の 3 つの対策に分け、国・県・市町が一体

となって流域治水を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

矢作川流域治水について（資料抜粋） 
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○川部会が抱える課題の社会への発信(バスツアーなどにおいて) 

市民部会が計画するバスツアーは、昨年度（R2）は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点

から延期された。今年度は、秋季以降の収束を見込み、再度日程調整等が行われた。 

川部会が担当する阿摺ダム、明治用水頭首工、安永川トンネル、家下川の内容について、計画

時（平成 31年度）から時間が経過していることから、訪問先等について再検討を行った。 

 

【阿摺ダム】 

 ○1 日目(11月 25日)に、阿摺ダムとソジバの見学を行い、60分程度の解説を予定。 

 ○内容は、天然アユの生態調査の成果報告 

 ○見学は阿摺ダム下流部のソジバとし、解説は豊田市矢作川研究所にお願いする。 

【明治用水頭首工】 

 ○2 日目(11月 26日)に、30 分程度の解説を予定。 

 ○内容は、明治用水頭首工における治水・利水の問題に関して。 

 ○見学は明治用水頭首工周辺とし、解説は豊田市河川課にお願いする。 

【安永川トンネル】 

 ○2 日目(11月 26日)に、30 分程度の解説を予定。 

 ○安永川トンネルに関する治水の問題や魚の移動経路について。 

○見学は安永川トンネル出口坑口とし、解説は豊田市にお願いする。 

【家下川】 

 ○2 日目(11月 26日)に、45 分程度の解説を予定。 

 ○家下川でのこれまでの取り組みについて。 

 ○見学は豊田市枡塚東町地内の家下川とし、解説は豊田市文化財課にお願いする。 

 

話し合いの結果、基本的には平成 31年度の訪問先・内容を踏襲しつつ、鵜の首地区の水位低

下対策事業の説明を加えてはどうかとの提案があった。説明としては①安永川トンネルの説明

に併せる。②山を削る場所がみられる竜宮橋付近の堤防上といった場所が挙げられた。 

なお、今年度のバスツアーについては、実施の可否を決定する夏場においても、収束の兆し

がみられなかったことから、昨年度につづいて延期となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

意見交換の風景（第 56回川部会 WG） 
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 支川モデル 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の成果 

○初音川のビオトープ整備地における現地視察の実施 

矢作川水系の初音川に整備されたビオトープを視察し、整備の成果や課題について、情報共有を

行った。 
 
【初音川ビオトープの概要】 

・逢妻男川の支流である初音川は、河川延長 1.2km、流域面積 0.71km2という小さな川である。 

・今から 18 年前の 2003 年に地元からの要望で、①野生生物の棲みかの確保、②水質改善を

めざして、ビオトープが造成された。造成当初は、野原の中の池であったが、2年の歳月を

かけて、地元の小学校などと共同で、近隣の植生を参考にしつつ、植栽を行った。ヤナギな

どは、矢作川のヤナギを移植している。 

・管理は、ビオトープ造成とともに設立された地元の愛護会が行っている。愛護会が、草刈り

や清掃、杭やロープの補修、冬季の野焼き、植物や野鳥の観察会、外来種駆除、養蜂を担っ

ている。愛護会の会員数は 34 名、年間活動回数は 29 回であり、矢作川研究所は技術的な

補佐（水質調査、動植物の調査）を行っている。 

・2006年（H18）には、初音川と逢妻男川の合流点の付け替えと魚道の設置を行った。池にヘ

ドロがたまり、外来種が増加したことから、池の浚渫と改修を行った。 

・3 年前には、池の水が循環しないため、流路の変更とともに、魚道を設置した。 

・愛護会の高齢化と後継者不足を解消するため、矢作川研究所では、ワークショップを実施

することに加え、関係する別の団体や人との交流の場を設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

支川モデル 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

≪進捗状況≫ 

・矢作川水系の初音川において、ビオトープ施工箇所の現地視察を行い、造成の経緯、愛

護会の活動、整備の状況について豊田市矢作川研究所金田氏、洲崎氏より紹介いただい

た。 

初音川ビオトープ現地視察風景 
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 地先の問題 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

○ごみ問題に関する情報共有 

令和 2年 7月 31日（日）に開催された「マイクロプラスチック」をテーマとした公開講座につい

て、川部会員としても懇談会内外への周知を行った。また、公開講座に参加し、最新の情報を共有し

た。川部会からは 15名が参加した（事務局を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外部団体（生態系ネットワーク協議会等）との連携 

10 年誌編集委員であった近藤氏より、懇談会設立 20 年を見据えた新たなプロジェクト「部

会連携調整：（通称 ミライ会議）」の設立について情報共有をいただいた。 

また、10 月に開催された「いい川・いい川づくりワークショップ」において矢作川流域圏懇

談会の活動を報告したことに加え、大学生を中心とした若い世代とのつながりについて、情報

共有いただいた。 

 

  

【今年度の活動目標】 

地域連携モデル 

・ごみ問題に関する情報共有 

・外部団体（生態系ネットワーク協議会等）との連携 

≪進捗状況≫ 

・マイクロプラスチックに関する公開講座の開催において、懇談会内外への発信を行った。

また、公開講座に参加した。 

・今年度新たに設立された部会連携調整（通称：ミライ会議）において、次世代の担い手

として、外部組織との連携の必要性についての言及があった。 

公開講座の開催状況（左：オンライン、右：開催会場） 
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 次年度の目標について 
次年度に向けた目標（活動計画）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な活動について】 

上下流問題（土砂運搬）に関する合同部会の実施 

海部会のまとめの会（12/14）において、鵜の首地区水位低下対策事業（砂の掘削）、干潟造成場

所（掘削で生じた砂の造成）の 2箇所を合同で確認してはどうかという提案があった（資料 2）。 

 

  

＜課題＞ ＜今年度の活動目標＞ 

本川モデル 

・土砂や川の形、生物、人間の視点からの川の望ましい像に関する意

見交換 

・置土実験に関する情報共有 

・川部会が抱える課題の他部会への発信(バスツアーなどにおいて) 

支川モデル 

・水系の河川情報の集積(生物・防災・管理者の境界) 

・川沿いウォークの実施(町中・山中の川沿いを歩くことも含める) 

地域連携モデル 

・ごみ問題に関する情報共有 

・外部団体（生態系ネットワーク協議会等）との連携 

 

上下流問題    

(生き物の棲みやすい

川づくり) 

地先の問題 

地先モデルの課題家下川モデルの課題本川モデルの課題

ポイント①：生き物の移動阻害

ポイント②：河床のアーマーコート化

ポイント③：川の微地形の多様性消失

ポイント⑤：外来種対策

ポイント④：在来種の減少

ポイント①：情報不足

ポイント②：生き物の移動阻害

ポイント③：生き物の棲みかの不足

ポイント④：水量不足

ポイント①：河川空間の利用

ポイント②：河川空間の保全

支川モデルの課題 
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